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【プロフィール】高校時に米国留学後、早稲田大学を経てＪＡＬ国際線客室乗務員として３０年勤務。世
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改善士

ひさや

事の進め方には鉄則がある。彫刻だと、目は小

さく、鼻は大きく彫り始める。目は大きく彫る

と後から小さくできない。

「週刊ダイヤモンド」の交流会で私が乾杯のスピー

チを頼まれ、「ハッタリ８割、ウソ２割、合わせて10割、

全部やればホンマモン！」とぶち上げたところ、温

厚でにこやかな青年と知り合った。それから半年後、

テレビ番組の『情熱大陸』で彼が取り上げられてい

るのを見たときには驚いた。

たった４日間で40億円を削減する改善の国際専門

家。10年間で総額１兆円分の公共事業の改善に乗り

出し、コスト縮減総額2,000億円を実現させた業界

屈指のコンサルタント。

こうした実績が評判を呼び、全国から問い合わせ

が殺到。今や約６カ月待ちの状況だという。

1964年に京都で生まれた横田尚哉さん。大学で土

木工学を学び、就職。個別の設計より国づくりが大

事と自分を国士と位置づけ、やがて改善士と銘打っ

て独立する。

彼は言う。

「『なぜ？』と過去を５回も問いながら問題の原因と

カイゼンを追究していくトヨタ方式などの過去思考

は、後ろを見ながらこぐボートと同じで、水面に残

る航跡だけが進路の判断基準になります。いわば原

因と結果論の前例主義で、既存の枠組みや発想から

抜け出せず、これからの世界の潮流についていけな

くなりますね。それに比べ前を見ながらこぐカヌー

は過去と関係なく、目標設定や最短距離を自在かつ

身軽に組み直せる未来“志向”といえます」

「なぜ？」の発想は、改善はできても新しいものは

生まれない過去の再現化である。これが「何のため？」

の発想であれば、目標達成の本質である自由で無限

な未来志向となる。

前例や実績、記録やルールに頼るトレンド思考は、

「１＋１＝２」であると理屈でしか理解しようとしな

い左脳に似ている。反対に、ゼロベース思考は、過

去はゼロにリセットしてこだわらず、現在を出発点

として未来に新しい可能性と理想を描いて挑戦する。

そして、イメージした願望をかなえさせる自動操縦

の潜在意識は全能の右脳人間となる。

彼の方法論は、目指す先が明示される右脳的直観

イメージのガイドライン思考であり、一挙手一投足

を指示した左脳的な理屈マニュアル思考では不測の

事態に直面したときに役に立たたないとみている。

また、彼は目標達成に役立つものだけが活きた情

報であり、それ以外はただの知識だという。これは

ルーズベルト大統領が発した成功法則、「できる、で

きないは考えないで、0.5秒で手を挙げること、その

後にどうすればできるかを考えればよい」に似てい

る。

日常はこうである。25分間は他のことを一切しな

いで仕事に集中し、５分間の休憩を取るワンセット

仕事術のポモドーロ・テクニックをはじめ、毎朝４

時に起床し、３時間集中して仕事、８時には家を出

て喫茶店で仕事、会社への到着は11時、夕方５時に

は仕事を切り上げ、夜８時以降はオフに切り替える。

メールは５秒以内に返信するそうだ。

30年後の子供たちのため、輝く未来を遺したいと

いう信念。ノウハウを潔く公開する改善士。思考テ

クノロジーをきわめる国士である、若き精鋭に心か

ら声援を送りたい。

「近くを見る者は貧し、遠くを図る者は富する」（二

宮尊徳）
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